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飛
鳥
時
代
の
貴
重
な
寺
院
遺
跡
と
し
て
、
国

史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
る「
史
跡
中
宮
寺
跡
」。

　

平
成
25
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
整
備
工
事
が

完
了
し
、
５
月
13
日（
日
）に
史
跡
公
園
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
竣
工
式
の
よ
う
す
や
、
史
跡

公
園
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

❶�　北側の休憩所。斑鳩三塔が一望できます。東側・
南側の休憩所でも、二塔を見ることができます。

❷�　金堂跡（写真奥・北側）と塔跡（写真手前・南側）。
現地に残っていた礎石を参考に復元。車いすの人も
見学できるよう、スロープを設置しました。

❸�　江戸時代に移転後の中宮寺がたどった歴史を示す
ため、水田（写真）やため池の一部を残しています。

❹�　公園内各地に、発掘調査や遺構の写真などの案内
板を設置しています。

❺�　公園内に遊歩道やトイレを設置。憩いの場として
利用できるよう、花の植栽などを行う予定です。

▲オープンを記念して、竣工式を行いました

▶�

復
元
さ
れ
た
金
堂
と
塔
の
基
壇
を
ご
見
学
さ
れ

た
中
宮
寺
の
日
野
西
光
尊
ご
門
跡
（
中
央
）

1

２ ５３

４

～ 
史
跡
中
宮
寺
跡
史
跡
公
園
オ
ー
プ
ン 

～

古
代
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
てが見どころ（写真で紹介）コ コ



パ
ゴ にっき
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　今年で世界文化遺産登録25周年となる、
「法隆寺地域の仏教建造物」と「姫路城」。
　これを記念して、姫路お城まつりに、斑
鳩町キャンペーンレディとパゴちゃんも参
加。斑鳩名物竜田揚げも大好評でした。

第69回姫路お城まつり

　晴天の中、数々の種目で熱戦が
繰り広げられました。

第60回町民体育大会

　藤ノ木古墳の歴史や魅力を体感する機会
として、石室を特別公開。たくさんの観光
客や歴史ファンでにぎわいました。
　また、法隆寺国際高等学校のボランティ
アのみなさんが、会場受付や誘導などの運
営に協力してくれました。

史跡藤ノ木古墳　春季石室特別公開

４/22
（日）

4/28・29
（土・日）

５/１2
（土）
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　これから雨の多い時期に入り、洪水・土砂災害などが発生しやすい季節となります。
　風水害から身を守るため、大雨や台風などの気象の変化に日頃から関心をもち、地域の避難場所
や安全な避難経路を確認しておきましょう。

※避難に関する情報は段階的に発令されるものではありません。

避 難 準 備
高齢者等避難開始

避難に時間を要する人とその支援者は避難を開始しましょう。
その他の人は避難の準備を整えましょう。

⬇

避 難 勧 告
速やかに避難場所へ避難しましょう。
外出することがかえって命に危険がおよぶような状況では、近くの安全な
場所への避難や自宅内のより安全な場所に避難しましょう。

⬇

避 難 指 示
（ 緊 急 ）

まだ避難していない人は、緊急に避難場所へ避難しましょう。
外出することがかえって命に危険が及ぶような状況では、近くの安全な場
所への避難や自宅内のより安全な場所に避難しましょう。

伝 達 方 法
防災情報メール、緊急速報（エリア）メール、電話とＦＡＸによる災害情
報伝達システム、広報車による伝達、有線放送（音声遠隔システム）、
ＦＭ西大和（81.4ＭＨｚ）、口頭による伝達、サイレンなどでみなさんへ
伝えられます。

内　　　容 周　　　　　　　期

水防団員、消防機関に
属する者の出動

約５秒　　　　　　　　　　　約５秒
　○　　―　　休　止　　―　　○　　―　　休　止
　　　　　　　約６秒　　　　　　　　　　　約６秒

必要と認めた区域内の
居住者の避難

約１分　　　　　　　　　　　約１分
　○　　―　　休　止　　―　　○　　―　　休　止
　　　　　　　約５秒　　　　　　　　　　　約５秒

避難情報の種類と伝達方法

サイレン信号の種類

風水害
「身を守るのは早めの避難」

～ あなたの備えは大丈夫？ ～
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大雨、台風の時は・・・
⃝テレビやラジオの気象情報には、気をつけましょう。
⃝降雨の状態、河川の増水、がけ崩れや土石流の前兆には注意しましょう。
⃝�浸水のおそれのある地域（※）では、家具や貴重品などを早めに高いところに移せるようにして
おきましょう。
⃝�停電や断水に備えて携帯ラジオ、懐中電灯、飲料水など非常持出品を用意し、いつでも避難で
きるようにしておきましょう。
⃝洪水、がけ崩れなどのおそれのある地域（※）では、早めに避難しましょう。
⃝危険なときは、隣近所で知らせあい、自主防災組織などで協力しあいましょう。
※浸水想定区域・土砂災害（特別）警戒区域などは、「斑鳩町防災ハザードマップ」に掲載。

避難する時は・・・
⃝電気、ガスの元栓は必ず切りましょう。
⃝ヘルメットや防災ずきんをかぶり、長袖、長ズボンに運動靴で避難しましょう。
⃝非常持出品など荷物はリュックサックに入れて背負って避難しましょう。
⃝家族そろって行動しましょう。
⃝がけ下、川べりなど危険なところはさけ、よく知っている安全な道を選びましょう。
⃝水が腰まであるときは、高いところで救助を待ちましょう。
⃝マンホールや側溝など、危険箇所を確認しながら歩きましょう。
⃝子ども、高齢者、障害者、病人の安全確保に注意しましょう。

斑鳩町防災ハザードマップを発刊しました！
　斑鳩町では、「地震」、「洪水」、「土砂災害」、「ため池」のハザードマップを１冊にとりまとめ
た「斑鳩町防災ハザードマップ」を新たに作成し、４月に、町在住の世帯に配布しました。

　このハザードマップは、災害の種別に応じた地域
の危険度マップのほか、災害への備えや、非常持出
品チェックリスト、災害が発生した際の情報収集の
方法、斑鳩町内の避難所一覧など、防災に関するさ
まざまな情報を掲載しています。また、浸水想定区
域や土砂災害（特別）警戒区域などを掲載しています
ので、ご確認ください。

　これからの出水期を前に、自身と家族の安全を守
るため、今一度「斑鳩町防災ハザードマップ」に目
を通していただき、避難所の確認など、災害への備
えをお願いします。

　なお、町在住の人で、まだハザードマップをお持
ちでない人には、お渡ししますので、総務課へお越
しください。（ハザードマップは町ホームページに
も掲載しています）
問合せ：総務課（☎内線274）
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斑鳩町防災情報メールの登録はお済みですか？
災害への備えとして斑鳩町防災情報メールの登録を！

電話での音声案内やＦＡＸによる情報配信も
行っています。

町からの防災情報が、防災ダイヤルでも確認
できます。

１．�斑鳩町のホームページにアクセスしてください。町ホームページの「防災情報」の「斑鳩
町防災情報メール配信サービス」から登録画面に入ってください。「手続きの方法」の手
順に沿って登録を行ってください。

２．�注意事項を読んでいただいた後に、防災情報メールを配信希望する携帯電話またはパソコ
ンなどのメールアドレス・配信希望内容を入力してください。入力後、配信希望するメー
ルアドレスに登録確認メールが届きます。（メールが届かない場合には、メールアドレス
の入力間違いや迷惑メール防止機能の設定などが考えられます。　「ikaruga-town-
bousai@jyouhou-station.jp」または「jyouhou-station.jp ドメイン」からのメールを
受け取れるように設定してから登録作業をしてください。）

３．登録確認メールに記載されているアドレスに空メールを送信してください。
４．送信後、登録完了メールを受信すれば登録完了です。

　視覚障害・聴覚障害の人やパソコン・携帯電話・スマートフォンなどをお持ちでない人など、
斑鳩町防災情報メールが登録・受信できない人に対してご自宅への電話による音声案内や
FAXによる情報配信サービスを行っています。
　情報配信サービスを希望する人は、総務課へお申し込みください。

※配信される情報は、災害関係情報のみとなります。

斑鳩町防災情報メールの避難に関する情報などの防災情報が、自動音声案内で確認できます。
防災情報メールの内容案内番号　☎０５０－５３０６－２６８０

※配信される情報は、災害関係情報のみとなります。

　配信を希望するメールアドレスから、件名に「防災情報メール配信希望」
として本文に配信情報種別を記入していただき「soumu@town.ikaruga.
nara.jp」までメールを送信してください。
　左のＱＲコードを読み取って送信することも可能です。
　また、総務課窓口で登録も行っていますので、気軽にお越しください。

パソコンやスマートフォンでの登録

役場総務課のメールアドレスへ配信希望メールを送る

１

２
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№ 施設・場所名 住　　　所

対象とする異常な現象の種類 指
定
避
難
所

洪
水

が
け
崩
れ
、

土
石
流
及

び
地
滑
り

地
震

大
規
模
な

火
事

内
水
氾
濫

1 斑鳩町立斑鳩小学校 法隆寺南１-１３－４６ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 斑鳩町立斑鳩西小学校 神南２－４－２５ ○ ○ ○ ○
3 斑鳩町立斑鳩東小学校 法隆寺南２－１１－５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 斑鳩町立斑鳩中学校 龍田北１－２０－１ ○ ○ ○ ○ ○
5 斑鳩町立斑鳩南中学校 目安北３－１－７７ ○ ○ ○ ○
6 斑鳩町立斑鳩幼稚園 法隆寺南１－１３－１５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 斑鳩町立斑鳩西幼稚園 神南２－４－３１ ○ ○ ○ ○
8 斑鳩町立斑鳩東幼稚園 興留東１－１－１６ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 斑鳩町たつた保育園 龍田１－５－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 斑鳩町あわ保育園 阿波３－５－３３ ○ ○ ○ ○
11 斑鳩町立斑鳩中央体育館 龍田南１－１－６１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 斑鳩町立斑鳩中央公民館 龍田南２－２－４３ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 斑鳩町立斑鳩西公民館 龍田西４－２－２５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 斑鳩町立斑鳩東公民館 興留５－５－２８ ○ ○ ○ ○
15 奈良県立法隆寺国際高等学校 高安２－１－１ ○ ○ ○ ○
16 斑鳩町消防コミュニティセンター 龍田南５－７－４７ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 いかるがホール 興留１０－６－４３ ○ ○ ○ ○
18 斑鳩町ふれあい交流センターいきいきの里 法隆寺北１－１３－１５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 斑鳩町総合保健福祉会館
（生き生きプラザ斑鳩） 小吉田１－１２－３５ ○ ○ ○ ○

20 法隆寺五丁地区地域交流館 法隆寺東１－４－６ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　指定緊急避難場所とは、災害が発生または発生するおそれがある場合に、その危険から逃れる
ための施設で災害種別ごとに指定しています。
　指定避難所とは、災害の危険性があり避難した人や、災害により家に戻れなくなった人が滞在
することができる施設です。
　なお、避難所施設は、災害から住民の安全を確保するため避難勧告などを行った場合または避
難を求める住民がいる場合に、その状況に応じて安全な施設を指定し、開設します。

●指定緊急避難場所

※福祉避難所にも指定

※

斑鳩町の避難所施設
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北西　悟 さん

　

北
西
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
か
ら
平
成
18
年

ま
で
の
約
40
年
間
、
奈
良
県
警
察
本
部
や
警

察
署
で
、
刑
事
や
交
番
勤
務
な
ど
、
警
察
の

業
務
に
幅
広
く
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
実
際
に
勲
章
を
つ
け
る
と
、
そ
の
重
み
を

感
じ
ま
し
た
。
大
変
な
も
の
を
授
か
っ
た
と

い
う
思
い
。
こ
れ
か
ら
も
社
会
の
た
め
に
何

か
で
き
れ
ば
、
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ

ま
す
。」
と
、
謙
虚
に
話
さ
れ
た
北
西
さ
ん
。

　
「
犯
罪
事
件
の
対
応
な
ど
数
多
く
経
験
し
ま

し
た
が
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

昭
和
天
皇
が
甘
樫
丘
を
ご
訪
問
さ
れ
た
と
き

の
こ
と
。
御
料
車
の
先
導
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
緊
張
で
震
え
が
止

ま
ら
な
か
っ
た
。
役
目
が
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と

し
た
の
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。」
と
、
貴

重
な
体
験
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
章
を
心
よ
り
お
喜
び
し
、
な
お
一
層
の

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

　

警
察
官
や
自
衛
官
な
ど
危
険
性
の
高
い
仕

事
に
就
い
て
い
た
人
が
対
象
と
な
る
「
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
」
が
発
令
さ
れ
、
斑
鳩
町

か
ら
北
西
悟
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲

身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員
に
つ
い
て

福
祉
子
ど
も
課
（
☎
内
線
１
２
７
）

　

障
害
者
相
談
員
は
、
障
害
の
あ
る
人
や

そ
の
家
族
の
身
近
な
相
手
と
し
て
、
相
談

に
応
じ
ま
す
。
現
在
、
次
の
人
が
相
談
員

と
し
て
活
動
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員

・
奥　
田　
　
　
博 

さ
ん

　
　

興
留
７
丁
目
３
番
11
号

　
　
（
☎
０
７
４
５
�
２
５
８
５
）

・
須　
川　
一　
美 

さ
ん

　
　

法
隆
寺
２
丁
目
６
番
５
号

　
　
（
☎
０
７
４
５
�
４
０
３
６
）

・
紀　
　
　
　
　
勉 

さ
ん

　
　

法
隆
寺
西
１
丁
目
２
番
16
号

　
　
（
☎
０
７
４
５
�
２
１
４
７
）

知
的
障
害
者
相
談
員

・
井　
上　
一　
夫 

さ
ん

　
　

龍
田
２
丁
目
１
番
36
号

　
　
（
☎
０
７
４
５
�
６
５
４
０
）

総
務
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

小　

村　

尚　

己

　
　

副
委
員
長　
　

平　

川　

理　

恵

　
　

委　
　

員　
　

宮　

﨑　

和　

彦

　
　

　
　〃　
　　
　

嶋　

田　

善　

行

　
　

　
　〃　
　　
　

井　

上　

卓　

也

　
　

　
　〃　
　　
　

木　

澤　

正　

男

厚
生
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

平　

川　

理　

恵

　
　

副
委
員
長　
　

濱　
　
　

眞
理
子

　
　

委　
　

員　
　

小　

林　
　
　

誠

　
　

　
　〃　
　　
　

中　

川　

靖　

広

　
　

　
　〃　
　　
　

小　

村　

尚　

己

　
　

　
　〃　
　　
　

木　

澤　

正　

男

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

井　

上　

卓　

也

　
　

副
委
員
長　
　

奥　

村　

容　

子

　
　

委　
　

員　
　

中　

川　

靖　

広

　
　

　
　〃　
　　
　

嶋　

田　

善　

行

　
　

　
　〃　
　　
　

坂　

口　
　
　

徹

　
　

　
　〃　
　　
　

木　

澤　

正　

男

広
報
発
行
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

濱　
　
　

眞
理
子

　
　

副
委
員
長　
　

坂　

口　
　
　

徹

　
　

委　
　
員　
　

宮　

﨑　

和　

彦

　
　

　
　〃　
　　
　

小　

林　
　
　

誠

　
　

　
　〃　
　　
　

嶋　

田　

善　

行

　
　

　
　〃　
　　
　

奥　

村　

容　

子

議
会
運
営
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

木　

澤　

正　

男

　
　

副
委
員
長　
　

奥　

村　

容　

子

　
　

委　
　
員　
　

小　

林　
　
　

誠

　
　

　
　〃　
　　
　

平　

川　

理　

恵

　
　

　
　〃　
　　
　

嶋　

田　

善　

行

　
　

　
　〃　
　　
　

井　

上　

卓　

也

　
　

　
　〃　
　　
　

坂　

口　
　
　

徹

議
会
の
常
任
委
員
会
等
の
委
員

　
　
　

５
月
８
日（
火
）に
各
委
員
会
の
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

新
し
い
委
員
会
の
構
成
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
（
敬
称
略
）

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲



住
民

活動センター
だよ

り

協働のまちづくり
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　住民活動センター（住民活動の拠点）から、平成30年度活動提案事
業団体の紹介です。今年度は７団体が活動しています。今月は「斑鳩の
里・農と食の応援チーム」を紹介します。

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）
☎0745�1000㈹　☎090‒5890‒9527
ikarugakyodo@yahoo.co.jp　 http://ikaruga-kyodo.jimdo.com/

住民活動センター講座
「SNS を活用してみよう！」

　協働のまちづくりのホームページでは、
その他団体のスケジュールも掲載中です。
　ぜひご覧ください。

参加してみませんか♪
６月３日（日）
午後７時30分
～

「ホタル鑑賞会」
北庄の谷川のホタルを一緒に
見つけましょう。

６月20日（水）
午後１時～
　　　　　２時

「わらべうた講座」
親子でわらべうたにあわせて
遊びませんか。

６月21日（木）
午前10時～
11時30分

「つたえる・サロン」
テーマは「歴史からみる陶器
の魅力」です。詳細はＰ13

６月23日（土）
午前９時～

11時頃

「家庭菜園持ち寄り朝市」
会員が持ち寄った野菜で朝市
をします。

・血糖値が上がらない　・食物繊維たっぷり
・血圧、悪玉コレステロールを下げる
・良質タンパク質豊富　・脂肪を排出する
➡�そばの実は「日本のスーパーフード」とし
て、海外セレブのダイエットに使用されて
いる例も。

そばの実は「健康の救世主」

　私たちは、斑鳩産の農作物を使って「つながっている食・農・
環境」の大切さを伝えていくための活動をしています。昨年度
からの「菜の花油」「黒米」に引き続き、今年度のテーマは「そ
ばの実」。健康によい「そばの実」を使ったレシピを開発し、
みなさんに試食してもらう機会を設けたいと考えています。ま
た、産業まつりなどのイベントで人気の「菜の花油」「黒米」
については、より多くの人に食べてもらえるよう、町内で販売
できる場所を増やすことも目標にしています。

　町内で住民活動している人や団体のみなさん、
インターネットを利用して活動のようすをア
ピールしてみませんか。ＳＮＳ（Facebook・
Twitter・Instagram など）を中心に、ホームペー
ジなどの上手な活用方法の講座を開講します。
※インターネットを使用できる人が対象です。

日　時：６月１４日（木）午後１時３０分～３時３０分
場　所：生き生きプラザ斑鳩　会議室３
講　師：越智　光男氏
　　　　（ＮＰＯ法人　元気クラブいかるが）
定　員：20人（先着順）
持　物：筆記用具
　　　　（お持ちの人はスマートフォン）
初心者向けですので、気軽にお申し込みください。
申し込みは住民活動センターへ。

斑鳩の里・農と食の応援プロジェクト
団体名：斑鳩の里・農と食の応援チーム（代表　武田　悦美）

◀黒米おはぎ

▲そばの実

黒米コロッケ▶

参加
募集



斑
鳩
文

化財センター

だ
よ
り

い

にし
えの風
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　法隆寺の西域に広がる「西里」
の集落内（法隆寺西１丁目）に
あって、藤ノ木古墳の約150ｍ
北東方向に位置する春

かす

日
が

古墳。
今月号では、今年２月に報道発
表しました墳

ふん

丘
きゅう

における「宇宙
線ミューオン調査」の成果につ
いてご紹介します。

春
日
古
墳
に
つ
い
て

　

春
日
古
墳
は
、
墳
丘
の
３
次
元
レ
ー
ザ

測
量
調
査
に
よ
っ
て
、
等
高
線
に
乱
れ
が

見
ら
れ
な
い
直
径
30
ｍ
級
の
円え
ん

墳ぷ
ん

で
あ
る

こ
と
や
、
墳
丘
南
側
斜
面
に
横
穴
式
石
室

の
羨せ
ん

道ど
う

の
側そ
く

壁へ
き

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
２
個
の
大
き
な
花か

崗こ
う

岩が
ん

製
の
石
材

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
発
足
し
た
「
春
日
古
墳

調
査
検
討
委
員
会
」
で
は
、
学
術
調
査
に

向
け
た
指
導
・
助
言
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
非
破
壊
で
古
墳
の
埋
葬
施
設
の
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
28

年
度
か
ら
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
・
名
古
屋
大
学
と
当
町
の
共
同
研
究
と

し
て
、「
宇
宙
線
ミ
ュ
ー
オ
ン
」
を
用
い

た
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
方
法
は
、
名
古
屋
大
学
な
ど

の
国
際
研
究
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
現
在
、

エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
内
の
探
査
に
用

い
ら
れ
る
な
ど
、成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

宇
宙
線
ミ
ュ
ー
オ
ン
を
用
い
た
調
査

　

空
か
ら
常
に
地
表
に
降
り
注
ぐ
宇
宙
線

ミ
ュ
ー
オ
ン
と
い
う
素そ

粒り
ゅ
う

子し

が
物
質
を
す

り
抜
け
て
く
る
数
を
測
る
こ
と
で
そ
の
密

度
を
計
測
す
る
素
粒
子
物
理
学
の
手
法

（
ミ
ュ
ー
オ
ン
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
で

調
査
を
行
い
ま
し
た
。よ
く
似
た
も
の
に
、

Ⅹ
線
を
用
い
て
人
体
内
部
の
透
視
画
像
を

撮
像
す
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
が
あ
り
ま
す

が
、
宇
宙
線
ミ
ュ
ー
オ
ン
で
は
、
Ⅹ
線
で

は
不
可
能
な
大
き
な
物
質
の
撮
像
も
可
能

で
す
。

　

春
日
古
墳
で
は
、
大
型
石
材
の
露
出
箇

所
近
く
に
、
感
度
の
高
い
原
子
核
乾
板

（
フ
ィ
ル
ム
）
を
３
か
月
間
設
置
し
て
計

測
。
フ
ィ
ル
ム
に
記
録
さ
れ
た
墳
丘
を
貫

通
し
て
き
た
ミ
ュ
ー
オ
ン
の
飛
跡
約
１
０

０
万
本
を
、
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
ミ
ュ
ー
オ

ン
の
飛
来
角
度
と
本
数
の
デ
ー
タ
を
解
析

し
て
内
部
画
像
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
成
果

　

解
析
の
結
果
、
墳
丘
中
心
部
に
ミ
ュ
ー

オ
ン
透
過
量
が
高
い
（
＝
石
や
土
に
よ
っ

て
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
）
領
域

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
南
北
方
向
に

長
さ
6.1
ｍ
、
幅
1.8
ｍ
、
高
さ
２
ｍ
の
埋
葬

施
設
と
想
定
さ
れ
る
空
間
が
存
在
す
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
、
原
子
核
乾

板
の
設
置
を
複
数
箇
所
に
増
や
し
て
、
立

体
的
な
画
像
の
作
成
を
め
ざ
し
た
調
査
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
春
日
古
墳
は
当
町
に
お

け
る
貴
重
な
古
墳
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
関
係
機
関
な
ど
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
慎
重
に
調
査
を
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

教
科
書
見
本
の
展
示

　

生
駒
郡
教
科
書
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

平
成
31
年
度
に
小
学
校
で
使
用
さ
れ
る
教

科
書
と
、
平
成
31
年
度
か
ら
中
学
校
で
使

用
さ
れ
る
「
特
別
な
教
科　

道
徳
」
の
教

科
書
の
見
本
を
展
示
し
ま
す
。
生
駒
郡
内

公
立
小
・
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
は
、

所
定
の
手
続
き
を
経
て
選
定
さ
れ
ま
す
。

場
所　
三
郷
町
立
図
書
館

　
　
　
（
三
郷
町
勢
野
西
１
丁
目
４‒

４
）

期
間　
６
月
15
日（
金
）～
７
月
13
日（
金
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

　
（
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

休
館
日　
水
曜
日
、
第
１
月
曜
日

　
　
　
　
（
７
月
２
日（
月
））

問
合
せ　
三
郷
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

教
育
総
務
課

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
㊸
７
３
３
１
）

▲��計測データから想定される墳丘内
の空洞の広がり

空洞

「春日古墳の墳丘内に
大きな空洞を確認！」



町立図書館（☎0745－75－7
733

）E-mail：mailmaster@librar
yika

rug
a.j
p

HP：http://www.libraryika
ruga

.jp/

図書館へ行こう！
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■町立図書館
水曜日のおはなし会
日時　６月13日（水）
　　　午後２時～
協力　ひこはな絵本の会
対象　０歳～６歳
土曜日のおはなし会
日時　６月16日（土）
　　　午後３時～
協力　おはなしさんぽ
対象　小学生以下
場所　いずれも多目的室
定員　各25人（先着順）
※ 会場がいっぱいになっ

た場合は、お子さんを
優先とします。

■中央公民館図書室
０歳からの絵本のじかん
日時　６月12日（火）
　　　午前11時～
対象　０歳～４歳
定員　10人

１日図書館員　募集
　夏休み、職員と一緒にカウンターの仕事や本の整理をして
みませんか。

対象　町在住の小学５・６年生
日程　８月１日（水）・２日（木）
時間　午前９時～午後２時
場所　町立図書館
内容　カウンターでの貸出業務や返本など
定員　各日10人　計20人（応募多数の場合は抽選）
申込　 申込用紙に「おすすめの本」の題名をそえて、６月16

日（土）～７月１日（日）に、図書館へお申し込みくださ
い。

※ 詳しくは、図書館などで配布の募集案内をご覧
ください。

本の予約や貸出延長がホームページから行えます
　パスワードの登録はお済みですか？
　パスワードを登録いただくと、パソコンやスマートフォン、タ
ブレットで、図書館のホームページから貸出中の本の予約や貸出
期間の延長手続きができるようになります。
　詳しくは、図書館カウンターへお問い合わせください。

おはなし会・
　読み聞かせ

お知らせ

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
鳥
「
い
か
る
」

春日古墳は、宇宙線○○○○○と
いう素粒子を用いて、調査が行わ
れました。さて、○○○○○に入る言葉は何でしょう。

〈６月13日㈬必着）
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、

電話番号を書いて、「〒636‒0198 斑鳩町役場・広
報クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で
２人に「FIVE PAGODA」で使える商品券（1,000
円分）をプレゼントします。プレゼントの当選は、
発送をもってかえさせていただきます。

５月号広報クイズの答　３１（応募総数15）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲



主な連絡先
斑鳩町役場
� ☎0745-74-1001
上下水道課（上水道係）
� ☎0745-74-1401
上下水道課（下水道係）
� ☎0745-74-2406
町立図書館
� ☎0745-75-7733
中央公民館
� ☎0745-74-1511
東公民館
� ☎0745-74-4122
西公民館
� ☎0745-75-3911
中央体育館
� ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
� ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
� ☎0745-70-1000
保健センター
� ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
� ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
� ☎0745-74-0990
衛生処理場
� ☎0745-74-2371
西老人憩の家
� ☎0745-74-1517
東老人憩の家
� ☎0745-74-5050
三室休日診療所
� ☎0745-74-4100
いかるがホール
� ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
� ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-74-5666

● 

広　
告　
枠 

●

ま
ち の 情 報
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第
47
回
奈
良
県
高
齢
者

美
術
展
作
品
募
集

長
寿
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
３
）

開
催
場
所
・
期
間　
奈
良
県
文
化
会
館

　

９
月
７
日（
金
）～
９
月
12
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
９
月
10
日（
月
）は
休
館
日
）

出 
品
資
格　
県
内
在
住
で
昭
和
35
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
（
ア
マ
チ
ュ

ア
の
み
）

種 

目　
日
本
画
、
洋
画
、
書
、
工
芸
（
彫

塑
）、
手
芸
、
写
真
（
１
部
門
に
つ
き

１
人
２
点
ま
で
、
未
発
表
の
も
の
）

表 

彰　
優
秀
な
作
品
に
は
、
種
目
別
に
賞

状
と
賞
品
を
授
与
し
ま
す
。
た
だ
し
、

昨
年
度
入
賞
者
の
作
品
は
賞
の
対
象
か

ら
除
き
、「
参
考
作
品
」
と
し
て
取
り

扱
い
ま
す
。

申 

込　
７
月
６
日（
金
）ま
で
に
長
寿
福
祉

課
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出 

品
料　
１
，
０
０
０
円
（
申
し
込
み
ま

で
に
出
品
要
領
で
定
め
ら
れ
た
所
定
の

口
座
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
）

※ 

そ
の
他
、
詳
し
く
は
長
寿
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

建
設
農
林
課
（
☎
内
線
２
２
７
）

募
集
住
宅
と
募
集
戸
数

●
追
手
団
地　

３
Ｄ
Ｋ
２
階 

２
戸

入
居
資
格

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

・ 

町
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
で
、
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
市
町

村
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・ 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
人
、
ま
た
は
３
か
月
以
内
に

挙
式
予
定
の
婚
姻
予
定
者
を
含
む
）
が

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
昭
和
31
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
な
ど
は
、
単

身
で
の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

・ 

斑
鳩
町
町
営
住
宅
条
例
に
定
め
ら
れ
た

基
準
月
収
額
以
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

※ 

そ
の
他
、
詳
し
く
は
建
設
農
林
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込

　
申
込
用
紙
配
布

　

６
月
６
日（
水
）～
６
月
19
日（
火
）

　
申
込
受
付

　

６
月
20
日（
水
）～
７
月
３
日（
火
）

　

 （
た
だ
し
、
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

寄附のお礼
　大阪ガスグループ
　　小さな灯 ” 運動
　　ミーティングテーブル　一式

設
置
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

● 

募　
　
集 

●

６
月
の
納
税

○
町
県
民
税（
普
通
徴
収
第
１
期
分
）

　
　
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
４
）

納
期
限

７
月
２
日
㈪

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
提
案
事
業

「
つ
た
え
る
・
サ
ロ
ン
」
の開催

　

ク
ッ
キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
ｋ
ｉ
ｚ
ａ
ｋ
ｉ

　

と
そ
の
仲
間
た
ち　

城
崎

（
☎
０
９
０‒

８
７
５
１‒
７
２
１
９
）

　

和
食
器
、
そ
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が

ら
、
陶
芸
家
・
富
本
憲
吉
の
世
界
を
紹

介
し
ま
す
。
お
い
し
い
創
作
ケ
ー
キ
と

共
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
21
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　

２
階　

第
３
会
議
室

第 

５
回
テ
ー
マ　

歴
史
か
ら
み
る
陶
器

の
魅
力
～
い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
上

質
な
陶
器
を
普
段
使
い
に
～

講
師　
樽
谷　

佳
男　

氏

会
費　
１
，
０
０
０
円

定
員　
24
人
（
先
着
順
・
完
全
予
約
制
）

町
民
プ
ー
ル

　
７
月
１
日
オ
ー
プ
ン

　
　

中
央
体
育
館
（
水
曜
休
館
）

　
（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

期
間

　

７
月
１
日（
日
）～
８
月
31
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
、

　
　
　

遊
泳
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

入
場
料　
大
人
…
…
…
…
３
５
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
…
１
０
０
円

入
場
資
格　
町
在
住
の
人

※ 

小
学
３
年
生
以
下
の
入
場
は
引
率
者
同

伴
、
４
年
生
以
上
の
小
学
生
に
つ
い
て

も
、
引
率
者
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

住民課（☎内線161）

日時　６月10日（日）
　　　午前６時30分～午後11時
理由　�所得証明書のデータ更新作業

を行うため

証明書等
コンビニ交付サービスを

一時停止します

６月の相談 内　　　容 相　談　日 時　間 場　所 申　　込

無 料 法 律 相 談
不動産、相続、離婚、損
害賠償、金銭貸借、保証
など民事上のトラブルに
関する相談

12日（火）、19日（火）、
26日（火）
（電話予約申込順）

13:00~16:00 役場１階第２会議室
住民課
（内線163）

消 費 生 活 相 談
契約のトラブル、悪質商
法、商品の品質・欠陥な
ど消費生活全般に関する
相談

28日（木） ９:00~16:00

役場１階
第３会議室

申込不要
問合せ　住民課
（内線163）

７日（木）、14日（木）、
21日（木） 13:00~16:00

人 権 相 談 人権の侵害や差別に関す
る相談

13日（水）
（毎月第２水曜日） 13:00~16:00

行 政 相 談 行政の仕事や手続、サー
ビスに関する相談 ５日（火）

創 業 支 援 相 談 事業計画書の作成支援や
創業全般に関する相談

22日（金） 10:00~12:00
商工会館 斑鳩町商工会

☎0745-74-2500５日（火）、12日（火）
26日（火） 18:00~20:00

青少年悩みごと
教 育 相 談

青少年の悩みや不安と
いった心の問題に関する
相談

毎週火・金・土曜日 ９:00~16:00 中央公民館
事前に☎74-0077
までご連絡くださ
い

出 前 サ ポ ス テ
若 者 自 立 の
無 料 相 談

働くことについて悩みを
抱える15～39歳くらい
までの若者やその保護者
を対象とした相談・支援

毎月第２土曜日 ９:00~12:00 中央公民館
☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステー
ションやまと）

子 育 て 相 談
臨床心理士などによる子
育てについてのさまざま
な悩みの相談

毎月第２・第４
水曜日 ９:00~16:00

生き生き
プラザ斑鳩
相談室

福祉子ども課
（内線125）

女性のための相談 女性が抱えるあらゆる悩
みの相談

８日（金）
（毎月第２金曜日） ９:30~12:30

役場会議室
予約専用
☎0745-75-9269
休日を除く
8:30～17:30

22日（金）
（毎月第４金曜日） 13:00~16:00

※相談の時間が９:00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

● 

お
知
ら
せ 

●

● 

催　
　
し 

●
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◇
児
童
手
当
の
現
況
届
は

　
　
　
　
７
月
２
日
ま
で
に

　

福
祉
子
ど
も
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

現
在
、
児
童
手
当
受
給
者
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
る
人
は
、
６
月
１
日（
金
）～
７

月
２
日（
月
）の
期
間
中
に
「
現
況
届
」
を

福
祉
子
ど
も
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
現
況
届
は
、
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
）

　

現
況
届
と
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得

状
況
や
６
月
１
日
現
在
の
養
育
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
手
続
き
の
こ
と
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
６
月
分

以
降
の
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
受
給
資
格
に
該
当
す
る
人

は
、申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
当
は
申
請
月
の
翌
月
か
ら
支
給
し
ま

す
。

受 

給
資
格　
15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
中
学
校
修

了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
人

平
成
31
年
度
小
学
校
就
学
予
定
児

対
象
の
教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
総
務
課
（
☎
内
線
２
３
４
）

　

来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん

に
こ
の
よ
う
な
様
子
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

● 

テ
レ
ビ
や
絵
本
を
見
る
と
き
、
極
端
に

目
を
近
づ
け
る
。

● 

名
前
を
呼
ん
で
も
気
が
付
か
な
い
こ
と

が
あ
る
。

● 

手
足
を
動
か
そ
う
と
し
て
も
思
う
よ
う

に
動
か
せ
な
い
。言
葉
の
遅
れ
や
発
音
、

き
つ
音
が
気
に
な
る
。

● 

日
常
生
活
な
ど
に
お
い
て
、
発
達
が
全

体
的
に
遅
れ
て
い
る
。

● 

人
前
で
は
、
極
端
に
引
っ
込
み
が
ち
に

な
り
、
全
く
話
さ
な
い
。

● 

人
に
関
心
を
示
さ
ず
、
子
ど
も
ど
う
し

で
遊
ぶ
こ
と
が
な
い
。

● 

落
ち
着
き
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど
じ
っ
と

し
て
い
な
い
。　

な
ど
、
お
子
さ
ん
の
発
育
や
発
達
に
心
配

や
不
安
の
あ
る
人
へ
特
別
支
援
教
育
に
関

わ
る
教
員
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

相
談
日　
７
月
30
日（
月
）

※
時
間
は
後
日
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

※ 

相
談
時
間
は
、
１
人
に
つ
き
１
時
間
程

度
で
す
。

場
所　
中
央
公
民
館

申 

込　
通
園
さ
れ
て
い
る
幼
稚
園
、
保
育

園
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
あ
る
申
込

用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

６
月
29
日（
金
）ま
で
に
各
園
ま
た
は
教

育
委
員
会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

そ 

の
他　
相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
内
容

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
母
子
健
康
手

帳
、
記
録
、
作
品
な
ど
、
お
子
さ
ん
の

様
子
が
わ
か
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
相
談

日
当
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
狩
猟
免
許
試
験

お
よ
び
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
　

奈
良
県
猟
友
会　

　
（
☎
０
７
４
２
㉖
８
１
２
５
）

狩
猟
免
許
試
験
の
種
類

① 

網
猟
免
許
…
網
を
使
用
し
て
狩
猟
す
る

者
② 

わ
な
猟
免
許
…
わ
な
を
使
用
し
て
狩
猟

す
る
者

③ 

第
一
種
銃
猟
免
許
…
散
弾
銃
、
ラ
イ
フ

ル
銃
、
空
気
銃
を
使
用
し
て
狩
猟
す
る

者
④ 

第
二
種
銃
猟
免
許
…
空
気
銃
を
使
用
し

て
狩
猟
す
る
者

試
験
日

　

第
１
回　
６
月
24
日（
日
）

　

第
２
回　
９
月
２
日（
日
）

※
各
日
と
も
、
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時

試
験
内
容

　

適
正
試
験
・
知
識
試
験
・
技
能
試
験

試
験
場
所

　

農
業
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
桜
井
市
池
之
内
１
３
０‒

１
）

対
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

・ 

新
た
に
狩
猟
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
、
ま
た
は
既
に
受
け
て
い
る
狩
猟
免

許
と
異
な
る
種
の
狩
猟
免
許
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

・ 
奈
良
県
在
住
で
、
申
請
日
時
点
で
満
20

歳
以
上
（
網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免
許
受

験
者
は
満
18
歳
以
上
）
の
人

申
請
書
類

　

 

申
請
書
、医
師
の
診
断
書
、顔
写
真
（
６

か
月
以
内
に
撮
影
）、
住
民
票
抄
本

手
数
料　

① 

既
に
受
け
て
い
る
狩
猟
免
許
と
異
な
る

種
の
試
験
を
受
け
る
場
合

　
　

３
，
９
０
０
円

②
① 

以
外
で
新
た
に
試
験
を
受
け
る
場
合

５
，
２
０
０
円

狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会

　

第
１
回　
６
月
23
日（
土
）

　

第
２
回　
９
月
１
日（
土
）

※
各
日
と
も
、
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時

　

講
習
料　
１
２
，
０
０
０
円

　

講
習
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
館
か
し
は
ら

　
　
　
　
　
（
橿
原
市
東
竹
田
町
１‒

１
）

申
請
期
限
・
申
請
先

　

 

各
試
験
、
講
習
会
の
10
日
前
ま
で
に
、

奈
良
県
猟
友
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
に
関
す
る
勉
強
会（
無
料
）

　

試
験
受
験
者
を
対
象
に
勉
強
会
を
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
奈
良
県
猟
友
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
時　
８
月
２
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

開
催
場
所　

農
業
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
桜
井
市
池
之
内
１
３
０‒

１
）

問
合
せ　

　
一
般
社
団
法
人
奈
良
県
猟
友
会

　
　
（
奈
良
市
内
侍
原
町
６
の
１
）

　
　
（
☎
０
７
４
２
㉖
８
１
２
５
）

　
奈
良
県
農
業
水
産
振
興
課

　
　
（
奈
良
市
登
大
路
町
30
）

　
　
（
☎
０
７
４
２
㉒
１
１
０
１
）
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昨
年
５
月
８
日
に
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

宣
言
を
し
て
か
ら
、
約
１
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
町
が
め
ざ
し
て
い
る
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
度
の
ご
み
の
排
出
量
に
つ
い
て

　

昨
年
度
の
ご
み
の
排
出
量
は
、
お
よ
そ

７
，
４
５
８
ｔ
で
、
平
成
28
年
度
と
比
べ
、

約
２
２
８
ｔ
減
少
し
ま
し
た
。ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
実
現
の
た
め
に
は
、
ご
み
の
発
生

量
そ
の
も
の
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
食
品
ロ
ス
の
占
め
る
割

合
が
最
近
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
と
は
？

　

食
品
ロ
ス
と
い
う
言
葉
、
最
近
よ
く
耳

に
し
ま
せ
ん
か
？

　

食
品
ロ
ス
と
は
、
食
べ
残
し
や
賞
味
期

限
切
れ
な
ど
、
本
来
、
食
べ
ら
れ
る
の
に

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
２
）

廃
棄
さ
れ
る
食
品
の
こ
と
で
、
日
本
全
国

で
６
０
０
万
ト
ン
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
食
品
ロ
ス
の
約
半
分
は

家
庭
か
ら
出
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
外
食
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
小

売
店
も
確
か
に
多
い
の
で
す
が
、
一
般
の

ご
家
庭
か
ら
も
多
く
出
て
い
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
内
訳

　

家
庭
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
は
大
き
く
３

つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
一
番
多
い
の
が
過

剰
除
去
で
、
食
べ
ら
れ
る
部
分
ま
で
過
剰

に
除
去
し
て
捨
て
ら
れ
る
食
材
の
こ
と
で

す
。
次
に
多
い
の
が
食
べ
残
し
で
、
い
っ

ぱ
い
つ
く
り
す
ぎ
て
、
結
局
捨
て
て
し
ま

う
と
い
う
食
材
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
次

が
、
直
接
廃
棄
。
こ
れ
は
、
消
費
期
限
や

賞
味
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
、
食
事
と

し
て
出
さ
れ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
捨
て
て
し

ま
う
食
材
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

●�

「
消
費
期
限
」と「
賞
味
期
限
」

の
違
い
を
正
し
く
理
解
す
る

　

消
費
期
限
は
、「
食
べ
て
も
安
全
な
期

限
」、
賞
味
期
限
は
、「
お
い
し
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
期
限
」
で
す
。
賞
味
期
限

が
過
ぎ
て
も
す
ぐ
に
廃
棄
せ
ず
に
、
自
分

で
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
比
較
的
、
賞
味
期
限
の

長
い
も
の
は
期
限
が
過
ぎ
て
も
大
丈
夫
な

も
の
が
多
い
で
す
。

●�

買
い
物
は
必
要
に
応
じ
て

　

買
い
物
に
行
く
前
に
、
ま
ず
冷
蔵

庫
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
出
か

け
た
り
、レ
ジ
か
ご
に
入
れ
る
前
に
、

本
当
に
今
必
要
な
も
の
か
一
度
考
え

て
か
ら
、
レ
ジ
か
ご
に
入
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

調
理
で
つ
く
り
す
ぎ
な
い
、

余
っ
た
ら
つ
く
り
か
え
る

　

料
理
は
適
量
を
つ
く
り
、
食
べ
切

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
他
の
料
理
に

つ
く
り
か
え
る
な
ど
、
献
立
や
調
理

方
法
を
工
夫
し
、
残
さ
ず
食
べ
ま

し
ょ
う
。

過剰除去

食べ残し

直接廃棄

食べられる部分
まで過剰に除去
して廃棄
（例：大根の

皮厚むき）

消費期限や賞味期限が
過ぎたことにより、食
事として使用・提供さ
れずにそのまま廃棄

食事として使用・
提供されていたが、
食べ残して廃棄

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
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ハ
チ
と
う
ま
く
付
き
あ
う
た
め
に

　

近
年
、
ハ
チ
が
市
街
地
に
営
巣
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
刺
さ
れ
る
被
害
も
出
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ハ
チ
が
人
を
刺
す
の
は
、
ハ

チ
自
身
か
巣
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
時
で

あ
り
、
う
ま
く
付
き
あ
え
ば
、
刺
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
、
ケ
ム
シ
な
ど
を
捕
獲
し
て

大
量
発
生
を
防
ぐ
、
人
に
利
益
を
も
た
ら

す
益
虫
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ハ
チ
の
生
態
や
習
性
を
理
解
し
、
う
ま

く
付
き
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
生
態
に
つ
い
て

　

ス
ズ
メ
バ
チ
は
ハ
チ
の
中
で
も
、
も
っ

と
も
大
型
で
攻
撃
性
が
高
く
、
巣
を
守
る

た
め
に
人
を
襲
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
巣
は
低
木
の
枝
な

ど
に
つ
く
る
こ
と
が

多
く
、
人
家
の
生
垣

や
庭
木
、
軒
先
に
も

つ
く
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
巣
の
形
は
、
初
期

の
う
ち
は
徳
利
（
と

っ
く
り
）
を
逆
さ
ま

に
し
た
形
で
、
大
き

く
な
る
と
、
ま
だ
ら

模
様
の
丸
い
ボ
ー
ル

型
に
な
り
ま
す
。

ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に

・ 
巣
を
見
つ
け
た
ら
、
絶
対
に
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

ハ
チ
を
頻
繁
に
見
か
け
る
よ
う
な
場
所

は
、
近
く
に
巣
が
あ
る
可
能
性
が
高
い

の
で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
巣
に
刺
激
を
与
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・ 

山
に
入
る
と
き
は
、
黒
い
服
は
避
け
、

白
な
ど
明
る
い
色
の
服
装
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
匂
い
の
強
い
香
水
や
整
髪

料
な
ど
は
ハ
チ
を
誘
引
し
た
り
、
興
奮

さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
控
え
ま
し
ょ

う
。

万
一
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　

巣
の
近
く
で
刺
さ
れ
た
ら
、
す
み
や
か

に
そ
の
場
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
チ

の
ま
き
散
ら
す
警
戒
フ
ェ
ロ
モ
ン
に
呼
び

寄
せ
ら
れ
て
、
多
数
の
ハ
チ
が
攻
撃
し
て

く
る
こ
と
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

　

そ
の
場
を
離
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
患
部
か

ら
、
指
な
ど
で
毒
を
絞
り
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
時
、
絶
対
に
口
で
吸
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
歯
ぐ
き
か
ら
毒
が
入
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
は
、
冷
水
で

幹
部
を
洗
い
な
が
ら
冷
や
し
、
病
院
に

行
っ
て
、
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。巣

を
つ
く
ら
せ
な
い
た
め
に
は

　

家
の
周
り
に
ハ
チ
の
巣
を
つ
く
ら
せ
な

い
た
め
に
、
春
先
か
ら
、
定
期
的
に
家
の

周
り
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
！

☟ 
早
期
の
巣
で
あ
れ
ば
、
駆
除
も
簡
単
で

す
。

　

庭
木
の
剪
定
を
定
期
的
に
実
施
し
、
風

通
し
を
良
く
し
、
巣
を
す
ぐ
見
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☟ 
ハ
チ
は
外
敵
か
ら
巣
を
守
る
た
め
、
生

い
茂
っ
た
場
所
に
巣
を
つ
く
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

　

庭
の
整
理
を
し
、
不
要
な
も
の
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☟ 
置
き
っ
ぱ
な
し
の
も
の
や
、
人
の
出
入

り
の
少
な
い
場
所
に
巣
を
作
り
ま
す
。

　

通
気
口
に
は
目
の
細
か
な
ネ
ッ
ト
を
取

り
付
け
て
、
亀
裂
や
壁
の
隙
間
な
ど
は
塞

い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

☟ 
ハ
チ
の
侵
入
を
防
ぎ
、
屋
根
裏
や
壁
の

間
に
巣
を
つ
く
る
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ス
ズ
メ
バ
チ
被
害
防
止
対
策
補
助
金

　

斑
鳩
町
で
は
、駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
、

ス
ズ
メ
バ
チ
の
営
巣
駆
除
を
実
施
し
た
場

合
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
と
な
り
ま
す
。

① 

町
内
で
、
ス
ズ
メ
バ
チ
が
営
巣
し
て
い

る
建
物
も
し
く
は
土
地
の
所
有
者
、
管

理
者
ま
た
は
貸
借
し
て
い
る
人

② 

当
該
建
物
な
ど
の
所
有
者
ま
た
は
管
理

者
か
ら
駆
除
に
関
す
る
承
諾
を
得
て
い

る
こ
と
（
た
だ
し
、
国
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
な
ど
が
管
理
す
る
建
物
な
ど
を

除
く
）

③
自
ら
駆
除
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と

④
駆
除
業
者
に
よ
り
駆
除
す
る
こ
と

　

補
助
金
額
は
、
駆
除
に
要
し
た
費
用
の

２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
切
り
捨
て
）
と
し
、
１
０
，

０
０
０
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

斑
鳩
町
ス
ズ
メ
バ
チ
被
害
防
止
対
策
補

助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
に
左
記
の
必

要
書
類
を
添
付
し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
駆
除
業
者
に
支
払
っ
た
費
用
の
領
収
書

・
駆
除
を
行
っ
た
現
場
の
位
置
図

・ 

駆
除
す
る
前
と
駆
除
し
た
後
の
現
場
の

状
況
が
分
か
る
写
真

・
そ
の
他
、
必
要
書
類

※ 

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
環
境
対
策
課

窓
口
で
も
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

～
ハ
チ
と
の
上
手
な
付
き
あ
い
方
～

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
４
）

ハ
チ
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
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　斑鳩町では、毎年２回財政状況を公表し、町の収入や支出の状況などをお知らせしています。
今回は、平成30年３月31日現在の状況です。ただし、５月31日まで出納整理期間がありますので、
決算額とは異なります。� 財政課（☎内線253）

町　税

地　方
交付税

総務費

民生費

国・県
支出金

教育費

繰越金 公債費

土木費

使用料及び
手数料 消防費

一
般
会
計
の
予
算
執
行
状
況

その他その他

分担金及び
負担金 商工費

町　債

地方消費税
交付金 衛生費

29億1,517万円
28億1,971万円

予算現額

支出済額

予算現額

34億2,116万円
26億6,324万円

11億3,400万円
9億1,422万円

11億6,375万円
8億9,397万円

8億8,490万円
7億1,943万円

9億1,484万円
7億8,111万円

8億6,475万円
8億0,212万円

3億8,322万円
3億6,670万円

2億1,182万円
1億8,316万円

2億8,122万円
1億8,597万円

25億8,387万円
25億7,836万円

5億9,200万円
1990万円

17億7,519万円
13億8,329万円

2億7,480万円
2億7,480万円

3億5,630万円
3億6,568万円

1億8,336万円
1億7,727万円

1億3,918万円
1億2,671万円

4億3,979万円
4億1,277万円

収入済額

予算現額
92億5,966万円

歳入

収入済額
81億5,849万円

予算現額
92億5,966万円

歳出

支出済額
75億0,992万円

土　　　地 358,229㎡
建　　　物 89,733㎡
有 価 証 券 104万円
出　　　資 5億3,250万円
基　　　金 31億5,583万円
一時借入金 0円

町　債
（借入金）の　
　　残　高

特別会計の予算の執行状況 財産の状況

※予算現額には、前年度繰越分７,７０６万円を含みます。

会計名 予算現額 収入済額 支出済額
国民健康保険事業 40億0,185万円 31億3,647万円 36億7,509万円
公共下水道事業 14億0,343万円 13億5,939万円 11億0,557万円
介護保険事業（保険事業勘定） 25億4,291万円 18億9,255万円 19億7,017万円
介護保険事業（介護サービス事業勘定） 1,180万円 1,115万円 923万円
後期高齢者医療 4億1,779万円 4億1,025万円 3億7,658万円

合　　　計 83億7,778万円 68億0,981万円 71億3,664万円

会　計　名 平成29年₃月31日
残　　高

平成29年₄月₁日～平成30年₃月31日 平成30年₃月31日
残　　高借りたお金 返したお金

一 般 会 計 88億9,817万円 4億4,960万円 7億1,420万円 86億3,357万円

特別会計（下水道） 82億1,967万円 8億2,560万円 3億7,971万円 86億6,556万円

合　　計 171億1,784万円 12億7,520万円 10億9,391万円 172億9,913万円

－ 平成29年度下半期 －
町の財政状況をお知らせします
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パパママスクール
　　　（夏コース）

対象：妊娠中の人とその家族　　　持物：母子健康手帳　　　申込：各日の前日まで

テ　　ー　　マ 実施日 実施時間 内　　　　容
もうすぐ会えるね
～お産を知ろう～ 7月5日㈭ 13：30～

　15：30
助産師による妊娠中の過ごし方・お産についての話
妊婦体操

赤ちゃんの健康づくりはママの健康から
～お腹の中で赤ちゃんの体はつくられている～ 7月26日㈭ 10：00～

　12：00
栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バランスの話
歯科衛生士によるママと赤ちゃんの歯の健康についての話

赤ちゃんがやってきた！
～おふろ大好き～ 8月25日㈯ 10：00～

　12：00
助産師による沐浴指導
赤ちゃん人形を使って沐浴体験

事業名 実施日 受付時間 対象者 内　　容　　等
わんぱく広場

6月15日㈮ 9：45～10：00 Ｈ29年8・9月生
〇事故防止についての話、離乳食の試食など
持物：母子健康手帳、タオル、お茶
申込：6月14日（木）まで

乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

6月29日㈮ 9：30～
11：30 就学までの児

〇育児や食事のことなどについての相談
持物：母子健康手帳
申込：各実施日の前日まで7月9日㈪

助 産 師 相 談
6月20日㈬
　　27日㈬
7月4日㈬
　　11日㈬

9：00～
11：15

妊娠中の人や乳幼
児の保護者

○ 産前・産後についての相談や母乳育児・授乳な
どについての相談

申込：各実施日の前日まで

日　時：６月26日（火）午前10時～11時10分（受付　午前９時45分～）
場　所：保健センター　多目的室
対　象：⃝主治医から運動の制限をされていない妊婦（妊娠16週～37週未満）
　　　　⃝産後６か月未満の母親
内　容：ストレッチ体操と骨盤ケアの話
　　　　産前産後の骨盤チェック・産後ママの筋肉量測定（希望者のみ）
定　員：20人（先着順）
託　児：10人（先着順）
申　込：６月４日（月）～６月19日（火）

簡単　朝食メニューの紹介

　それぞれの世代で「食」について考え、
健全な体づくりのためには、きちんと
しっかり食事をとる事が大切です。
　毎日の食事で野菜を小鉢で５皿食べる
と３５０ｇの野菜をとることができ、食
事のバランスが整います。
　忙しい朝にこそ、野菜をとって、バラ
ンスの良い食事をめざしましょう。

〈作り方〉
❶�キャベツは葉と芯に切り分ける。葉
はざく切り、芯は薄切りにし、６つ
に分ける。
❷�トマトは４つに輪切りにする。スラ
イスチーズは半分に切る。
❸�小鉢にキャベツを敷き、その上にト
マト・チーズをのせる。もう一度、
キャベツ・トマト・チーズ・キャベ
ツの順に重ねる。
❹�ラップをふんわりとかけ、電子レン
ジ（600Ｗ）で３～４分加熱する。

★キャベツの
　　　重ね蒸し
〈材料２人分〉
キャベツ
　・・・１６０ｇ
トマト
　　　・・・１個
スライスチーズ
　　　・・・２枚

ドキドキわくわく
ハッピーマタニティライフ

　理学療法士に
よるストレッチ
体操で心と体を
リフレッシュ！

簡単に野菜（緑黄色・
淡色）と乳製品がとれ
ます！鍋も火も使わな
い。栄養満点！

=健康マイレージポイント対象事業です

カレンダー健 康子ども

母子保健講座　～産前産後ママのしなやか体づくり～

毎年６月は
　　『食育月間』
毎月19日は
　　『食育の日』



保健センター（☎0745－70－
000

1）

（fax0745－74
－09

03
）

保

健センターだ
より
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事　業　名 実 施 日 時間 定員 内　　　　　容
こころの健康相談

（精神保健福祉士による） ₇月₂日㈪ １３：００～
１５：００ ₂人

気分が落ち込みやすくなった、
理由もなく涙が出る、
最近家族の様子がおかしいなどの相談。

　歯周病のある人では、口の中の細菌が、血管の中に侵入して全
身を巡ることもあり、それにより、糖尿病や誤嚥性肺炎、脳梗塞、
肥満、心筋梗塞などにかかるリスクが引き上げられます。
　歯周病を予防することは、全身の健康へとつ
ながります。
　年１回、歯周疾患検診を受けましょう。

日時：６月27日（水）
　　　午前10時～午後１時
場所：生き生きプラザ斑鳩調理実習室
対象：町在住の20歳以上の人
予 定メニュー：ごはん、サバ缶バーグ、
豚汁、キャベツとわかめの酢の物、
デザート

持物：エプロン、三角巾、ふきん・
　　　台ふき各１枚、筆記用具
費用：500円
定員：30人（先着順）
申込：６月４日（月）～
　　　６月26日（火）

日時：６月30日（土）
　　　午前10時～正午（受付は、午前９時30分～）
場所：生き生きプラザ斑鳩　大会議室
対象：町在住の20歳以上の人
講師：南和広域医療企業団　吉野病院
　　　　　　　院長　福岡篤彦　医師
定員：60人（先着順）
申込：６月29日（金）まで

こころの健康づくり講演会

事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診 6月28日㈭
容器提出日

9：00～
　11：00 35歳以上

○ 容器は提出日１週間前までに保健
センターで購入してください。（容
器代300円）
※事前申込不要

☆
持
物　

健
康
手
帳

☆
結
果　

 

４
週
間
前
後
で
異
常
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
通
知
し
ま
す

☆ 

手
話
通
訳
・
託
児
な
ど
が
必
要
な
人
は
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

子宮頸がん検診

7月10日㈫

13：15～
　13：45

20歳以上
の女性

（申込先着30人）

平
成
29
年
度
に
町
の
検
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中または断乳直後の人
○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は2年に
1回です。
　 申し込み時に必ず、前回受診日を
お知らせください。

乳 が ん 検 診
（マンモ
グラフィのみ）

40歳以上
の女性

（申込先着40人）
子宮頸がん・
乳がん
（マンモグラフィのみ）
セット検診

14：00～
　14：45

40歳以上
の女性

（申込先着60人）

参加者大募集

「主治医が見つ
かる診療所（テ
レビ東京）」に
も出演されて
います。

=健康マイレージポイント対象事業です

おとな
■ がん検診（集団）予定表（事前申込要 : 電話申込可）

■ 健康相談予定表（事前申込要 : 電話申込可）

家族そろってがん検診 !

６月４～10日は、歯と口の健康週間です‼

男性料理教室
地域発！
　健康長寿への道
　　～ 近道は笑いから ～

笑いヨガの
　　　体験
あります！
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　 28,294人
　　（前月比　－₇）
　　男13,404人
　　女14,890人
　 　11,688世帯
　　（前月比　＋₅）
（平成３０年₄月３０日現在）
問合せ
斑鳩町総務部まちづくり政策課
〒６３６-０１9８
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西３丁目７－１２
☎　０７４５�１００１
fax　０７４５�１０１１
※かけ間違いに注意！

広報

Eメール
info@town.ikaruga.nara.jp
ホームページ
http://www.town.ikaruga.nara.jp/

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。
ご近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：総務課（☎0745�1001　内線273）

人の動き
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お問合せは・・・日本竜田揚げ協会
　　　　　　　　☎ 0745-74-2500（斑鳩町商工会内）

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。

「
斑
鳩
名
物
竜
田
揚
げ
」
の

食
べ
歩
き
マ
ッ
プ
が
完
成
。

今
回
は
、
観
光
情
報
や

お
土
産
情
報
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。

内　　容：�保育園の給食を親子で食べながら、子育てに関する不安・
疑問などを保育士・保健師・栄養士に気軽に話してみませ
んか？

対　　象：未就園児（生後７か月～）とその保護者
募集人数：各園親子５組（先着順）
料　　金：大人２００円・子ども１００円
申　　込：�各保育園へ電話申し込みのうえ、申請書記入のためご来園

ください

開催場所
たつた保育園（☎74-2203） あわ保育園（☎74-1654）
龍田１丁目５－１ 阿波３丁目５－33

開催日時
７月４日（水） ７月11日（水）
午前11時30分～午後０時45分 午前11時30分～午後０時45分

受　　付 ６月４日（月）午前10時
　～６月20日（水）

６月11日（月）午前10時
　～６月27日（水）

● FIVE PAGODA いかるがアンテナショップ
●斑鳩町観光協会
●いかるがホール
●斑鳩町商工会
●斑鳩町役場
●町内飲食店（竜田揚げ協賛店）　他

町内の設置箇所はこちら

町立保育園の人気メニューが、食べられるよ‼

おこさまランチ

第３弾


